
【生活実感】 

・生活費が上がっているのに、賃金が低いとガマンが多くなりモチベーション下がる。 

・仮に満額回答を勝ち取っても、超勤や手当のない日勤職場では厳しい。 

・会社は持ち家を進めているが、給料口座からローンを落とせているか不安。 

【社友会】 

・昨年末に行った社友会アンケートを知らない人がいた。 

・ある地本の営業職場では社友会の慫慂が盛んに行われ、あえて入らない人が多い。 

・職場の若手と話すと「何のため社友会に入っているかわからない」との声が出ている。 

【人材流出】 

・宅建士の手当より、他企業で資格を生かし働いた方が収入高いと言う声が出ている。 

・ある地本の営業職場では２年で７名退職。２～３年目社員が中心。 

・年末手当の回答に満足していない。会社に魅力を感じない声が多い。 

【職場実態】 

・職場の中核を担う中間層が異動となり、若手中心に最低限の人数で業務を回して

いる。応援ありきの業務になり見習いすらつけられない。 

・職場で開催する公開イベントを有料にした。稼ぐことを主眼に置き、業務が多くなる

中でこれまで赤字だから我慢してきた。今出さないでいつ出すのか！ 

【先輩方の声】 

・今年でエルダーになるが第二基本給制度の存在に疑問。 

・退職金の支給額も昔より低い。６５歳定年延長や第二基本給制度の廃止を。 

・５５歳以上は定期昇給がない。エルダーは同じ働き度で給料が半分。年齢的に社宅

を出る時期になり、子どもの学費など生活費がかかるので厳しい。 

 

・「総合的に勘案して」と言うが、何をもって総合的なのか？具体的に示されず何が良

くて何が悪いのかわからない。頑張りようがない！ 

・春闘で黙っていたら夏季手当の時も低額が示されるかもしれない。 

・窓口もすごく並んでいる。窓口を締められないくらい並んでいて、

窓口を閉めるのに３０分かかった。好調なのは間違いない！ 

・今まで我慢してきた、黒字になればもらえると思ったが、回答を聞

いてやる気がでない。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

OMIYA NEWS 
20２４年２月２６日 ＪＲ東労組大宮地本 Ｎｏ１３８

ＪＲ東労組中央本部 

２０２４ＪＲ総連春闘勝利と更なる組織拡大に向けて 

全職場からたたかいを創り出し、満額回答を勝ち取ろう!! 


